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い　　  さき

対
岸
を
包
む
よ
う
に
湾
曲
す
る

　
　
川
の
外
周
と
背
後
の
深
い
山
々
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窪川

窪川地域 10,613人　　大正地域 2,039人　　十和地域 2,219人

（2月28日）
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（2月中の届出）

地名は古代の漁網の原料名から？

地検帳の謎河岸が長く、奥行きもあり広大

町内
ぶら～り
散策

四万十町

町のうごき

同格で祀られている八坂神社と河内神社
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四
万
十
川
桜
マ
ラ
ソ
ン

走
り
出
す
足
、支
え
る
手
。

　桜
が
咲
く
限
り
、こ
の
感
動
を
未
来
へ

　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
四
万
十
町
を
彩
る
桜
並
木
。
今
年
も
３
月
23
日
、
桜
の
開
花
に
は
少
し
早
か
っ
た
で

す
が
、
春
の
四
万
十
川
沿
い
を
駆
け
抜
け
る
「
四
万
十
川
桜
マ
ラ
ソ
ン
」
が
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
町
村
合
併
の
象
徴
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
の
大
会
。
17
回
目
を
迎
え
た
今
、
あ
る
試
練
が…

。

　
そ
ん
な
中
、
ラ
ン
ナ
ー
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
応
援
で
力
を
も
ら
う
ラ
ン
ナ
ー
、
み
ん
な
で
創
る
感
動
の

「
走
ㇽ
旅
」
の
物
語
。
皆
さ
ん
の
力
で
、
こ
の
「
感
動
」
を
未
来
へ
！

写真は過去の大会のものです

町
民
の親
睦
と

　
　
新
町
の発
展
を
願
って…

四
万
十
町
合
併
を
機
に
、平
成
21
年
に
始

ま
っ
た「
四
万
十
川
桜
マ
ラ
ソ
ン
」。旧
３
町
村
の

町
民
の
親
睦
と
新
町
の
発
展
を
願
い
、窪
川
地

区
、大
正
地
区
、十
和
地
区
を
走
り
抜
け
る
片
道

コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

沿
道
の
桜
が
咲
き
誇
る
中
、ラ
ン
ナ
ー
た
ち

は
四
万
十
川
の
雄
大
な
流
れ
を
横
目
に
、地
域

の
方
々
の
温
か
い
お
も
て
な
し
と
声
援
を
受

け
な
が
ら
、思
い
思
い
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま

す
。近

年
の
健
康
志
向
の
高
ま
り
が
マ
ラ
ソ
ン

ブ
ー
ム
に
拍
車
を
か
け
、こ
の
大
会
も
１
，６
０

０
名
を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
の
申
し
込
み
が
あ
る

な
ど
、今
で
は
四
万
十
町
を
代
表
す
る
一
大
イ
ベ

ン
ト
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。

試
練
の時
、
岐
路
に
立
つ桜
マラ
ソ
ン

～
あ
な
た
の参
加
が
力
に
な
り
ま
す
～

「
み
ん
な
が
楽
し
ん
で
、

　
　
　
笑
顔
で
帰
れ
る
大
会
へ」

大
会
の成
長
を
支
え
て
き
た
３
つの絆

　
１
，０
０
０
名
を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
が
、６
時

間
と
い
う
制
限
時
間
の
中
、４
２
．１
９
５
ｋ
ｍ

先
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
四
万
十
川
桜
マ
ラ
ソ
ン
。

　
こ
の
大
会
は
、「
走
ㇽ
旅
」と
も
称
さ
れ
、毎
年

そ
の
旅
の
道
中
で
、さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
が
生

ま
れ
ま
す
。

　
ラ
ン
ナ
ー
の「
走
り
た
い
」と
い
う
情
熱
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の「
支
え
た
い
、喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
思
い
、そ
し
て
地
域
住
民
の「
盛
り
上
げ

た
い
」と
い
う
温
か
い
お
も
て
な
し
。こ
の
３
つ

の
絆
が
重
な
り
合
う
こ
と
で
、「
感
動
」を
生
み
、

こ
の
大
会
は
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
９
６
４
名
の
ラ
ン
ナ
ー
を
、４
６
６

名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
え
、沿
道
や
玄
関
前
、

自
宅
の
２
階
か
ら
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
声

援
を
送
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
温
か
い
声
援
や
お
も
て
な
し
は
、

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
を
励
ま
し
勇
気
づ
け
ま
す
。そ
し

て
ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
の
皆
さ
ん
も
、

ラ
ン
ナ
ー
の
一
歩
一
歩
前
に
進
む
懸
命
な
姿
か

ら
、元
気
を
も
ら
い
、お
も
て
な
し
の
心
が
一
層

育
ま
れ
て
い
く
の
で
す
。

長
年
、多
く
の
方
々
に
感
動
を
与
え
て
き
た

桜
マ
ラ
ソ
ン
は
、今
、試
練
の
時
を
迎
え
て
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、全
国
的
に
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

定
員
割
れ
の
状
況
が
続
い
て
お
り
、こ
の
桜
マ
ラ

ソ
ン
で
も
、令
和
４
年
度
か
ら
２
年
連
続
で
定

員
割
れ
す
る
な
ど
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ
の
影
響
に
よ
り
参
加
費
は
減
少
し
、大
会

運
営
費
の
工
面
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
し

て
、何
よ
り
深
刻
な
の
が
、こ
れ
ま
で
大
会
を
支

え
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
不
足
で
す
。

地
域
の
高
齢
化
が
進
む
中
、桜
マ
ラ
ソ
ン
は

今
、岐
路
に
立
た
さ
れ
て
お
り
、こ
の
ま
ま
で
は

近
い
将
来
、大
会
の
継
続
が
困
難
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
試
練
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、皆
さ

ん
の
力
が
必
要
で
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、応
援
、ラ

ン
ナ
ー
、ど
ん
な
形
で
も
構
い
ま
せ
ん
。一
人
で

も
多
く
の
方
が
、こ
の
桜
マ
ラ
ソ
ン
に
携
わ
る
こ

と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

「
四
万
十
川
桜
マ
ラ
ソ
ン
」を
未
来
へ
つ
な
ぐ

た
め
に
、皆
さ
ん
の
力
が
必
要
な
の
で
す
。

「
ラ
ン
ナ
ー
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、協
賛
団
体
、町

民
の
皆
さ
ん
。こ
の
大
会
に
関
わ
る
す
べ
て
の

方
に
感
謝
で
す
ね
」。そ
う
話
を
し
て
く
れ
た

の
は
、こ
の
大
会
の
実
行
委
員
長
を
務
め
る
川

上
哲
男
さ
ん
。

大
会
の
一
番
の
魅
力
を
尋
ね
る
と
、「
春
の

四
万
十
川
の
景
色
が
楽
し
め
る
こ
の
コ
ー

ス
！
」と
誇
ら
し
げ
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ラ
ン
ナ
ー
の
定
員
割
れ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
不

足
と
い
っ
た
近
年
の
厳
し
い
状
況
に
つ
い
て
は
、

「
し
っ
か
り
ラ
ン
ナ
ー
の
声
に
耳
を
傾
け
、分

析
し
な
が
ら
大
会
の
魅
力
度
を
高
め
て
い
き

た
い
」と
。そ
し
て「
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
選
ば
れ
る

大
会
へ
と
、こ
れ
か
ら
も
育
て
て
い
き
た
い
」と
、

今
後
を
見
据
え
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

実行委員長  川上 哲男 さん

四万十川桜マラソン大会実行委員会
てつお

1 上宮沈下橋ではランナーも立ち止まって記念撮影　２ 沿道からの声援に笑顔で応えるランナー
3 暑さの中でランナーを支えた給水所のボランティアの皆さん　4 ゲストランナー熊切あさ美さんも笑顔で応援！

1 2

3 4

あ
の
日
の
感
動
！

桜
マ
ラ
ソ
ン

配
信
公
開
中
！
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桜が結ぶ、それぞれの想
い。

支える力と走る喜び。
桜マラソンを支える人、そして走る人。
それぞれの視点から語られる桜マラソン。
「支える力」と「走る喜び」が、未来へとつながる理由。
そんな想いを聞いてきました。

感
謝
を
込
め
て
、こ
れ
か
ら
も
走
り
続
け
る
。

　第
１
回
大
会
か
ら
今
日
ま
で
回
数
を
重
ね
、
当
初
の
大
会
目
的
は一定
達
成
さ
れ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　た
だ
、人
と
の
出
会
い
や
交
流・親
睦
と
い
う
も
の
に
は
、達
成
と
い
う
名
の
ゴ
ー

ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。
継
続
し
て
開
催
す
る
こ
と
で
、
毎
年
新
た
な
出
会
い
や
交
流

が
生
ま
れ
、「
感
動
」
も
生
ま
れ
ま
す
。

　変
わ
る
時
代
の
中
で
、
変
わ
ら
ぬ
想
い
を
未
来
へつ
な
ぐ
た
め
に
、
多
く
の
方
々

の
感
謝
に
支
え
ら
れ
、「
桜
マ
ラ
ソ
ン
」
は
こ
れ
か
ら
も
走
り
続
け
ま
す
。

お問い合わせ先 ／ 企画課 　☎22-3124

中平 伸幸 さん
のぶゆき

　四万十町を代表するランナーの
一人である中平さん。第1回大会か
ら現在まで連続出場しており、入賞
経験もある実力者です。
　そんな中平さんも、レース中は我
慢の連続。辛い時、力になるのが声
援で、「沿道の応援は温かい。ボラン
ティアさんがいるから、こうやって毎
年走らせてもらってます。だからいつ
も感謝の気持ちで走ってるんです」
と。「応援がなかったら、辛くてあん
なに走れませんよ」と優しく微笑む
姿に、ボランティアへの感謝の気持
ちがうかがえました。

１人では絶対に走れない。
応援とボランティアの力は大きい！

武市 富美惠 さん
ふみえ

　第１回大会からボランティアとし
て大会を支える武市さん。現在は、
四万十町商工会女性部、窪川支部
長としてスタート会場の給水係の責
任者を担っています。
　「自分たちの体で協力できること
は、何でもやろうねって。それで町が
盛り上がるなら」と武市さん。「自分
らも楽しんでやるし、来てもらった人
には、『楽しかった、おいしかった、い
いところやった』って言ってもらいた
い」。このおもてなしの心が、長きに
わたってランナーを支える原動力と
なっているようです。

自分たちも楽しんでいるから、
ボランティア活動だって長く続く！

前田 壽亮 さん・マツミ さん
としあき

　四万十川ウルトラマラソンのボラ
ンティアを20年以上務め、表彰され
たこともある前田夫婦。桜マラソン
では当初、ゴール前で応援していた
が、もっとランナーを元気づけたい
と思い夫婦で給水所のスタッフへ。
　「頑張って走る人の姿を見よった
ら、逆に元気をもらうで。わしらみた
いな年寄りにはスタッフはもってこ
いや！」とうれしそうな壽亮さん。
　事前に参加者名簿で名前を調べ
て応援したり、今ではランナーと年
賀状のやり取りをするなど、マラソン
を通じた交流が生まれています。

スタッフをやったら元気がもらえる。
ランナーとの交流も生まれて楽しい！

中屋 桂子 さん
けいこ

　ランナーたちの間でも人気が高
い「第６給水所」で元気におもてなし
をするのは中屋さん。
　「私は走れないけど、力になりたい
と思ってそれでスタッフに」。第１回
大会から、その明るい人柄でラン
ナーを元気づけ、過去には事務局の
許可を得て、ぜんざいや文旦、梅干
しを自ら準備し提供したことも。
　「この町に来て走ってくれることが
うれしい！」と声をはずませます。
「体力が持つ限り続けるけど、若い子
にも体験してもらいたいね」と、先を
見据えた話をしてくれました。

若い世代の子たちにも、ボランティア
のやりがいを感じてもらいたい！

林 久美子 さん
くみこ フェアリー ピッタ ジャズ オーケストラ

　45歳の時にマラソンを始め、これ
まで県外の大会にも多数参加してき
た林さん。
　「この大会は、桜並木、四万十川、
沈下橋と三拍子そろったコース設定
が最高！」と魅力を語ってくれます。
「沿道の皆さんやスタッフの皆さん
の応援に支えられ、これまで続けて
これたことに感謝しています」。
　今後も体が悲鳴をあげるまでは、
「懲りずにエントリーして、スタート地
点に立つことが唯一の目標です」と
控えめに話してくれました。

ラン友と走れる喜び、
途中の苦しさを分かち合いたい！

四万十川とどろき太鼓

　迫力ある力強い演奏でランナー
を盛り上げるのは、「四万十川とどろ
き太鼓」の皆さん。
　代表の武政幸美さんは、「太鼓で
ランナーを応援し、大会を盛り上げ
たいと思って毎年参加しています」。
メンバーも毎年この応援を楽しみに
しているようで、「太鼓の音がラン
ナーの力になるのなら、叩き続けた
い！」そんな思いで参加しているとい
います。
　メンバーの子どもたちも、ラン
ナーとの交流を通じて、そのやりが
いを実感しているようです。

疲れはするけど、太鼓の音を
鳴り止ませるわけにはいかない！

FAIRY PITTA JAZZ ORCHESTRA

　大正中学校音楽部と四万十高校
音楽部で結成する「フェアリー ピッタ 
ジャズ オーケストラ」。心地よいジャズ
のメロディーがランナーを励まします。
　四万十高校音楽部の安岡のどか
先生にお話を聞くと、屋外ならでは
の苦労もあるようです。「普段より
しっかり吹かないと音が届かないん
です。それに雨や風も…」と、過酷さ
がうかがえます。ただ「ランナーが演
奏に応えてくれることがうれしい」
と、普段の演奏会とは違った雰囲気
を、みんなで楽しんでいるようです。

屋外での演奏はキツイけど、
ランナーのリアクションがうれしい！

大 正 地 吉 新開町

十和川口
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古市町
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交通安全町民会議　功労者表彰
四万十町内の交通安全関係団体で構成される四万十町交通
安全町民会議で、3月7日、交通安全功労者表彰が行われました。
表彰されたのは、交通安全指導員として長年務められた、十
和地区担当の芝陽一さんと窪川地区担当の井上義之さん。
交通安全指導員は、市町村長からの推薦により、高知県知事
が委嘱するもので、今回受賞されたお二方は、町内の小中学
校・保育所での交通安全教室や町内主要道路において街頭指
導を行うなど、町内の交通安全活動に大いに貢献されてきまし
た。今回は、その功績が称えられたものです。受賞を喜ぶ芝陽一さん（左）と井上義之さん（右）

米奥小学校運営協議会が文部科学大臣表彰受賞
米奥小学校学校運営協議会が、2月28日、文部科学省東館
において文部科学大臣表彰を受賞しました。これは本協議会が
平成21年から継続してきたコミュニティ・スクールと地域学校
協働活動の一体的な推進活動が評価されたものです。
これまで巣箱を作り学校林へ設置したり、アユ釣り・カヌー教
室の開催など、学校と地域が連携して子どもたちの成長を支援
してきました。
今回の受賞を励みに、今後も子どもたちが楽しみにしている沈下
橋夏祭りなど、学校と地域が一体となった活動を継続していきます。米奥小の北添忠校長（左）と運営協議会の村上智之会長（右）

韓国・高敞郡の代表団が桜マラソンに参加
四万十町と友好交流協定を締結している韓国・高敞郡の代表
団13名が、3月23日に開催された「第17回四万十川桜マラソン
大会」に合わせて来町しました。
代表団の中には、体育協会やマラソン同好会のメンバーがお
り、一行は3つのコースに分かれて大会に参加し、四万十川沿い
の春風を感じながら、スポーツを通じて友好を深めました。
今後もスポーツによる交流を継続し、住民同士の交流にもつ
ながるような取り組みを協議していきます。

桜マラソン大会で汗を流し、共に友好を深めた 「子ども会・勤労者駅伝大会」開催
「第41回四万十町子ども会駅伝大会」ならびに「第18回四
万十町勤労者駅伝大会」が、2月9日に東又地域で開催されま
した。選手たちは、沿道からの温かい声援を受けながら、力強
い走りでタスキをつないでいました。
大会結果は次のとおりです。（敬称略）

各優勝チーム（上から子ども会駅伝男子、女子、勤労者駅伝）

「四万十町窪川ロードレース大会」開催
「第61回四万十町窪川ロードレース大会」が2月2日に開催
されました。
この大会は、「小学4・5・6年生の部」から「壮年の部」まで
の計11部門があり、当日は町内外から集まった107名のランナ
ーたちが日ごろの練習の成果を発揮し力走。「高校男子の部」
と「一般男子の部」では大会最高記録が更新されました。
大会結果は次のとおりです。（敬称略）

勢い良くスタートした「小学4・5・6年男子の部」

「四万十川駅伝大会」開催

スタートの合図で一斉に1区の選手が飛び出す

「第42回四万十川駅伝大会」が2月2日に開催され、19チー
ムの選手たちが、午前10時に大正北ノ川のJA大正支所前をス
タート。6区間（12.5㎞）を力走し、懸命にタスキをつなぎまし
た。大会結果は次のとおりです。（敬称略）

小学4･5･6年男子の部2㎞　田邉駿走　（田 邉 塾）　4　0:07:14

小学4･5･6年女子の部2㎞　中嶋心奏　（窪 川ＳＣ）　6　0:08:00

中学1年男子の部3㎞　川口瑛大　（窪川中学校）　1　0:10:42

中 学 女 子 の 部 3 ㎞　坂東真菜　（旭中学 校）　2　0:11:43

中学2･3年男子の部3㎞　窪田理人　（葉山中学校）　3　0:09:54

高校男子の部 1 0㎞　髙石　樹　（高知工業高校）　3　0:30:44

高 校 女 子 の 部 5 ㎞　穂岐山実結　（山 田 高 校）　2　0:17:54

一般男子の部10㎞　濱口純平　（ミロク陸上クラブ）　19　0:31:10

一般女子の部5㎞　倉松知恵美　（高 知 市）　54　0:28:34

壮年男子の部5㎞　三島康生　（Y Y 7）　51　0:18:15

壮年女子の部5㎞　森　加奈　（土 佐 Ａ Ｃ）　42　0:22:39

各部門1位 各部門1位氏名　　　　　所属　　　学年　   記録 氏名　　　　　 所属　　　   年齢　　 記録

(大会最高記録)

(大会最高記録)

【第41回四万十町子ども会駅伝大会】
男子の部   団体 第1位　窪川元気100％　35分06秒(大会最高記録)
女子の部   団体 第1位　窪川小ＪＡＣ　40分48秒

コチャン

　　　　　　　  チーム名　　　　　    氏名　　　　  記録

第 1 区　ジョニーフィッシュ　  濱﨑唯斗　  6分35秒

第 2 区　ジョニーフィッシュ　  谷𦚰吏飛　  6分50秒
第 3 区　はい、よねおくです。　  武田悠之介　  6分51秒（区間新記録）

第 4 区　窪川元気１００％　  土居　祿　  7分05秒

第 5 区　窪川元気１００％　  島崎一哲　  6分58秒

男子 区間賞

　　　　　　　  チーム名　　　　　    氏名　　　　  記録

第 1 区　　　　  Ｋ　　　　    中嶋心奏　  7分17秒

第 2 区　　　　  Ｋ　　　　    川崎桃子　  7分48秒

第 3 区　仁井田サンダー　  石本すみれ　  8分28秒

第 4 区　仁井田サンダー　  野村一乃　  7分15秒(区間新記録)

第 5 区　窪 川 小 Ｊ Ａ Ｃ　  友永鈴奈　  7分52秒

女子 区間賞

【第18回四万十町勤労者駅伝大会】
団体 第1位　ランラン　29分38秒

小学生男子の部　田野々小学校男子A　  57分28秒
小学生女子の部　田野々小学校女子A　  1時間02分10秒
中学・高校男子の部　四万十高校ソフトボール部A　  49分11秒
中学・高校女子の部　大 正 中 学 校 女 子　  1時間01分58秒
一般男子の部　や っ ち ん 駅 伝 部　  50分13秒

各
部
門
１
位

第1区　ランラン　 武山弘周　 5分48秒

第2区　高幡自動車　 武田将英　 6分17秒

区
間
賞

第3区　ランラン　 森澤安倫　 6分03秒

第4区　ランラン　 川上悠磨　 5分42秒

第5区　ランラン　 川上依武輝　 5分20秒
　　　　　　　　　　　　　　　　(区間新記録)
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昭和小学校150年の歴史に幕、閉校記念式典

昭和小学校は、明治７年に四手小学校として開校以来、150
年間で3，457名の卒業生を送り出してきました。
しかし、過疎化・少子化の影響により、児童数が減少したこ
とから令和6年度末をもって閉校し、令和7年度から十川小学校
へ統合となり、校名も新たに十和小学校となります。
閉校式は、約200名の関係者が出席して盛大に行われまし
た。昭和小学校のアーカイブ映像の放映や、全児童による校歌
斉唱の後、児童から校旗が町へ返納されました。
また、閉校式終了後には交歓会を行い、参加者は懐かしい思
い出話などで大いに盛り上がりました。
この閉校記念事業にご尽力いただいた皆さまに心より感謝し
ます。歴史と伝統のある昭和小学校の閉校は、大変寂しいこと
ではありますが、同時に子どもたちにとっては新しいスタートと
なります。これからも地域の皆さまには、子どもたちを温かく見
守っていただきますようお願いします。

新たな歴史を刻む、十和小学校・十和中学校

昭和小学校の閉校に伴い、4月より十川小学校と十川中学校
の校名が新たに「十和小学校」「十和中学校」へと変更されま
した。子どもたちは、新しい環境で新たな仲間と共に、楽しい学
校生活をスタートしています。

地域と共に歩む、新たな統一校章誕生

校名の変更により、新たな統一校章のデザインが決定しました。
この校章デザインは、十和地区にお住いの方を対象にデザイ
ン案を募集し、応募された41点の中から審査の結果、芝優奈さ
ん（当時十川小学校６年生）のデザインが選ばれました。
新しい校章は、こいのぼりの川渡しをイメージしたもので、中
央に十川の「T」と昭和の「W」を際立たせ、融和の願いを込め
たものとなっています。

思い出と感謝を歌に込めて、最後の校歌斉唱

41点の応募の中からデザインが決定！

新しい統一校章のデザイン

窪川・大正中学校合同ソフトボール部準優勝!

2年連続で準優勝を収めた連合男子ソフトボール部

「第35回四国中学生男子ソフトボール強化大会」が、3月1・2
日の両日、愛媛県新居浜市で開催されました。
高知県代表として出場した窪川・大正中学校連合ソフトボー
ル部が、昨年に引き続き、準優勝という結果を収めました。

思い出を胸に、未来へ歩む
～閉校、統合、そして新たなスタートへ～

四万十川の豊かな環境をより一層保全し、日本最後の清流として
後世に引き継いでいけるよう、皆さまのご協力をお願いします。

【お問い合わせ先】　 企画課　  📞📞22-3124

　今年も田植え作業の準備が町内各地で始
まっています。
　毎年、田植え作業を行う際には、四万十川の
濁りを軽減するために「浅水代掻き」の実施を
お願いしています。
　代掻き時期は毎年、春の観光シーズンと重な
ります。増水していないにも関わらず、代掻きな
どの農作業による濁水が四万十川に流出する
ことで、遠方から四万十町を訪れた観光客の皆
さまに、「美しい四万十川」を見ていただくこと
ができない日もあります。
　また、川底に泥などが堆積することで、生態
系への影響も危惧されており、アユの遡上へも
少なからず影響を及ぼしているなど、清流保全
に向けた取り組みが急務となっています。

　浅水代掻きを行うことは、濁水対策だけでな
く、肥料成分の流出を防いだり、田面の凹凸が
確認できることから均一になるように泥寄せが
行える効果もあります。
　四万十川振興室では「止水板」の利用も推奨
しています。通常利用しているものよりも大きな
ものを町で配布していますので、ぜひご活用く
ださい。

　また依然として四万十川本流には、肥料袋や
漂着ビニールなどが目につき、景観が損なわれ
ている状況となっています。使用済みハウス用
ビニールは、適切に処分・保管をお願いします。

農家の皆さまへのお願い

「浅水代掻き」の
動画配信中！ 

止水板
（縦60㎝、横40㎝）

６-３　池川・仁淀・尾川中学校連合（高知県）
９-０　愛媛ウエストJr.（愛媛県）
準決勝　７-４　土佐中学校（高知県）
決　勝　３-５　愛媛ジュニア（愛媛県）

予選
リーグ

決勝
トーナメント

四万十町通信ー令和7年4月号四万十町通信ー令和7年4月号 89



P10P11 ⑤03.27　④03.26　③03.24　②03.21　①2025.03.14

【お問い合わせ先】　総務課　☎22‐3111

令和7年度

当初予算の概要
● 予算編成の基本方針

　四万十町の令和７年度当初予算が
町議会３月定例会で可決されましたので、
概要についてお知らせします。

　以上のような基本方針のもと、一般会計における
予算総額は、普通建設事業費の減少などにより、前
年度と比較して3億7,000万円（1．9％）減少の191
億7,900万円となりました。
 また、国民健康保険事業など、8つの特別会計およ
び水道事業会計、下水道事業会計を加えた全会計の
純計（重複分を差し引いた）予算規模は251億
2,897万円となっています。

妊婦のための支援給付金
　➡妊娠届出後と胎児の数の届出後に給付金を支給
　　支給内容：妊婦認定後（妊娠届出後）…50,000円
　　　　　　  出産予定日の8週間前の日以降の胎児の数の届出後…50,000円×胎児の数

骨髄ドナー支援事業費補助金
　➡骨髄バンク事業にて骨髄・末梢血幹細胞の提供に要した通院または入院費用を補助
　　補助金額：1日あたり20,000円（上限7日）

住宅断熱改修費補助金
　➡戸建て住宅の断熱改修費用の一部を補助
　　補助率：補助対象経費の3分の1以内（上限1,200,000円／戸）

空き家家財道具等処分費補助金
　➡空き家活用のため、荷物整理や運搬、処分にかかる費用を補助
　　補助率：補助対象経費の10分の10以内（上限100,000円／戸）

園芸用ハウス等リノベーション事業補助金
　➡既存ハウスの高度化に必要な経費の一部を補助
　　補助対象および補助率
　　　①ハウス本体の補強または被覆資材の高度化など…3分の1以内（１棟あたりの補助限度額333,000円/10a）
　　　②ハウス内設備などの高度化につながる環境制御装置または資材整備…2分の1以内（１棟あたりの補助限度
　　　　額1,000,000円/10a）

①第２次総合振興計画の推進
　～ まちの将来像
　　「山・川・海 自然が 人が元気です 四万十町」の実現 ～
②人口減少の克服と地方創生を目指して
　～「デジタル田園都市構想総合戦略」に掲げた基本目
標およびデジタル実装の基礎条件整備に体系付けた施
策の推進 ～
③中・長期的な視点に立った予算編成への取り組み
④町民参画と行政の透明性の向上

● 会計別当初予算の状況

【歳出】 ［性質別］【歳入】

※（　）内の金額は各目的別の全体の予算額
※総務費…全般的な管理経費や企画調整費などのほか、ふるさと納税に係る返礼品などの関連経費や基金への積立金なども含まれます。

● 一般会計当初予算の概要

●町民一人あたりの予算額（目的別一般会計歳出）

●基金残高と町債残高（一般会計）

●令和7年度新規事業

令和7年3月1日現在の人口　14,871人

133億
9,005万円 129億

5,020万円 117億
4,929万円

183億
5,755万円

182億
846万円

189億
3,435万円

R5年度 R6年度 R7年度 R5年度 R6年度 R7年度

その他
（労働費・諸支出金・

予備費）
1,013円
（1,507万円）

総務費
328,282円
（48億8,188万円）

教育費
116,967円
（17億3,941万円）

議会費
7,968円

（1億1,849万円）

土木費
135,746円
（20億1,868万円）

消防費
61,128円
（9億903万円）

公債費
136,038円
（20億2,302万円）

災害復旧費
12,975円

（1億9,295万円）

衛生費
100,435円
（14億9,358万円）

民生費
262,380円
（39億185万円）

商工費
30,923円

（4億5,986万円）

農林水産業費
95,836円

（14億2,518万円）

総　額
1,289,691円

まちの預金 まちの借金

会 計 名 令和７年度
予　算　額

前年度
増減率

一 般 会 計 191 億 7,900 万円 ▲ 1.9

特

　
　
別

　
　
会

　
　
計

国民健康保険事業 21億 1,670 万円 ▲ 2.9

国 保 大 正 診 療 所 4億 6,190 万円 10.3 

国 保 十 和 診 療 所 1億 2,690 万円 16.7 

大道へき地診療所 610 万円 ▲ 29.9

後期高齢者医療事業 3億 7,380 万円 4.9 

介 護 保 険 事 業 26億 1,100 万円 ▲ 3.9

特別養護老人ホーム窪川荘 4億 2,870 万円 6.4 

特別養護老人ホーム四万十荘 3億　830 万円 5.7 

水 道 事 業 会 計 10億 5,028 万円 8.8 

下 水 道 事 業 会 計 1億 3,903 万円 6.2 

合 計 268 億　171 万円 ▲ 1.2

重複分を除く実質合計 251 億 2,897 万円 ▲ 1.4

区　　　　　分 令和 7年度当初 構成比
(1) 自 主 財 源 62億 4,421 万円 32.6%

町　　　　　 税 16億 1,381 万円 8.4%
分担金および負担金、
使用料および手数料 2億 8,420 万円 1.5%

寄 附 金 12億       円 6.3%
繰　　 入　　 金 28億 1,735 万円 14.7%
そ　　 の　　 他 3億 2,885 万円 1.7%

(2) 依 存 財 源 129 億 3,479 万円 67.4%
譲与税及び交付金等 8億 4,367 万円 4.4%
地 方 交 付 税 69 億 6,560 万円 36.3%
国 庫 支 出 金 15億 6,620 万円 8.2%
県 支 出 金 15 億 5,922 万円 8.1%
町　　　　  債 20 億　 10 万円 10.4%

合　計　(1) ＋ (2) 191 億 7,900 万円 100.0%

区　　　　　分 令和 7年度当初 構成比
(1) 義 務 的 経 費 61億 5,793 万円 32.1%

人　　 件　　 費 28億 2,610 万円 14.7%
扶　　 助　　 費 13億　881 万円 6.8%
公　　 債　　 費 20億 2,302 万円 10.6%

(2) 投 資 的 経 費 36億 1,633 万円 18.9%
普 通 建 設 事 業 34億 2,338 万円 17.9%
災 害 復 旧 事 業 1億 9,295 万円 1.0%

(3) そ の 他 の 経 費 94億　474 万円 49.0%
物　　 件　　 費 39億 4,325 万円 20.6%
補  助  費  等 21 億 3,786 万円 11.0%
積 立 金 16億 1,344 万円 8.4%
繰 出 金 16億 1,871 万円 8.4%
そ　　 の　　 他 9,148 万円 0.5%

合　計　(1)+(2)+(3) 191 億 7,900 万円 100.0%

令和6年度　一般会計予算額

195億4,900万円
令和7年度　一般会計予算額

191億7,900万円
令和6年度から
3億7000万円減少
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積立基金残高

お問い合わせ先　健康福祉課　☎22-3115

お問い合わせ先　環境水道課　☎22-3119

お問い合わせ先　にぎわい創出課　☎22-3281

お問い合わせ先　健康福祉課　☎22-3115

お問い合わせ先　農林水産課　☎22-3113

町債残高

新規

新規

新規

新規

新規

町　税
16億1,381万円

8.4％
分・負、使・手
2億8,420万円

1.5％

一般会計
歳入総額

191億7,900万円

寄附金
12億円
6.3％

自主財源
32.6%

依存財源
67.4%

繰入金
28億1,735万円

14.7％

その他
3億2,885万円

1.7％
譲与税・交付金等
8億4,367万円

4.4％
地方交付税

69億6,560万円
36.3％

国庫支出金
15億6,620万円

8.2％

県支出金
15億5,922万円

8.1％

町　債
20億10万円
10.4％

人件費
28億2,610万円

14.7％

義務的
経　費
32.1％

その他の
経　　費
49.0％

投資的経費
18.9％

扶助費
13億881万円
6.8％

公債費
20億2,302万円

10.6％

普通建設事業費
34億2,338万円

17.9％

災害復旧事業費
1億9,295万円

1.0％

物件費
39億4,325万円

20.6％

補助費等
21億3,786万円

11.1％

積立金
16億1,344万円

8.4％

繰出金
16億1,871万円

8.4％

その他
9,148万円
0.5％

一般会計
歳出総額

191億7,900万円

四万十町通信ー令和7年4月号四万十町通信ー令和7年4月号 1011
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区　分 住民基本台帳
人口（年度末）

 歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参考）
４年度の人件費率

５年度 15,202人 183億8,995万円 4億360万円 24億8,471万円 13.51% 12.89%

（１） 人件費の状況（普通会計決算）

（２） 職員給与費の状況（一般会計予算）

（３） 職員の平均給料月額、 平均給与月額および平均年齢の状況　（令和７年４月１日現在）

１ 経験年数とは、採用前に民間企業などに勤務した期間がある場合は、その期間を換算し、採用後の勤務期間に加算した年数であるが、 
　学校卒業後直ちに採用された場合は、採用後の年数である。総務省が定める公表様式による階層区分は、経験年数が10年・15年・20年 
　であるが、それぞれ該当者が少数のため、近似の5年範囲の平均数値を記載。

（５） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　（令和７年４月１日現在）

（４） 職員の初任給の状況　（令和７年４月１日現在）

（８） 特別職の報酬などの状況　（令和７年４月１日現在）

注）令和６年度決算は、まだできていませんので､令和５年度決算額で計上しています。　

区　分 職員数
Ａ

給　　与　　費 １人当たり給与費
Ｂ／Ａ給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計  Ｂ

７年度 247人 9億2,264万円 1億3,525万円 3億8,132万円 14億3,921万円 582.7万円

区　分
一　般　行　政　職 技　　　　能　　　　職

 平均給料月額  平均給与月額  平均年齢  平均給料月額  平均給与月額  平均年齢

四万十町 310,126 円 333,909 円 41.3 歳 ― ― ―

国 (R6.4.1) 323,823 円 405,378 円 42.1 歳 288,144 円 330,553 円 51.2 歳

区　　分 四万十町 国

一般行政職
 大学卒 213,600 円 220,000 円

 高校卒 188,000 円 188,000 円

区　　分 経験年数10年 経験年数 15年 経験年数 20年

一般行政職
 大学卒 272,300 円 295,500 円 333,000 円

 高校卒 246,200 円 276,400 円 300,100 円

給　料
町　　　　　長 ７３７，０００円
副　　町　　長 ６３１，０００円
教　　育　　長 ５７７，０００円

報　酬
議　　　　　長 ３１０，０００円
副　　議　　長 ２７０，０００円
議　　　　　員 ２５０，０００円

期末手当

町　　　　　長 　６月期　　　　　１．４０月分
副　　町　　長 １２月期　　　　　１．５0月分
教　　育　　長 　　計　　　　　　２．９０月分
議　　　　　長 ６月期　　　　　１．４０月分
副　　議　　長 １２月期　　　　　１．５０月分
議　　　　　員 計　　　　　　２．９０月分

（６） 一般行政職の級別職員数の状況　（令和７年４月１日現在）

区分 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計

 標準的な
 職務内容

会計管理者
地域振興局長
教育次長
課長　
事務局長など

副課長・次長
室長・班長
総括主幹
総括技幹
保育所長
施設長など

副課長・次長
室長・班長
係長
主幹・技幹
保育所長
主任保育士など

主査・技査
保育教諭
保育士
保健師
助産師
社会福祉士
介護福祉士など

主任
主任技師
保育教諭
保育士
保健師
助産師
社会福祉士
介護福祉士など

主事
技師
保育教諭
保育士
保健師
助産師
社会福祉士
介護福祉士など

―

職員数 21人 43人 54人 57人 37人 35人 247人

構成比 8.5％ 17.4％ 21.9％ 23.1％ 15.0％ 14.1％ 100.0 ％

（７） 職員手当の状況

区　分 四万十町 国

 期末手当
 勤勉手当

 退職手当

特 殊 勤 務
手          当

区　　分 割合など

職員全体に占める手当支給職員の割合 0 ％

支給職員１人当たり平均支給年額 0円 

手当の種類（手当数） ―

手当の名称 ―

時　間　外
勤 務 手 当

年間予算額 49,843 千円 
職員 1人当たり予算年額 202千円 

区　分 四万十町 国

扶養手当
配偶者6,500円､子10,000円、 
その他の扶養6,500円 
16歳～22歳の子は1人5,000円加算

配偶者6,500円､子10,000円、 
その他の扶養6,500円 
16歳～22歳の子は1人5,000円加算

住居手当 借家の場合､家賃16,000円を超える場合 
家賃に応じて28,000円を限度に支給

借家の場合､家賃16,000円を超える場合 
家賃に応じて28,000円を限度に支給

通勤手当

交通機関など利用者は55,000円まで全額支給 交通機関など利用者は55,000円まで全額支給

交通用具使用者は使用距離に応じて 
2,000～31,600円を支給 
四万十町に住所を有する職員のうち、自動車などの 
使用距離が片道20キロメートルを超える職員は、
20キロメートルを超える１キロメートル（１キロ
メートル未満切捨て）当たり200円を加算（上限
5,000円）

交通用具使用者は使用距離に応じて 
2,000～31,600円を支給

片道2km未満の者は支給なし 片道2km未満の者は支給なし

（支給率）
勤続20年
勤続 25年
勤続 35年
最高限度額

自己都合
19.6695ヶ月分
28.0395ヶ月分
39.7575ヶ月分
47.709 ヶ月分

応募認定・定年
24.586875ヶ月分
33.27075ヶ月分
47.709 ヶ月分
47.709 ヶ月分

その他の加算措置　定年前早期退職特例措置
　　　　　　　　　　  （3～ 45％割増）
退職時特別昇給　　なし

（支給率）
勤続20年
勤続 25年
勤続 35年
最高限度額

自己都合
19.6695ヶ月分
28.0395ヶ月分
39.7575ヶ月分
47.709 ヶ月分

定年
24.586875ヶ月分
33.27075ヶ月分
47.709 ヶ月分
47.709 ヶ月分

その他の加算措置　なし
退職時特別昇給　　なし

６月期
12月期
計

　1.225 ヶ月分
　1.275 ヶ月分
　2.500 ヶ月分

　  　1.025 ヶ月分
　  　1.075 ヶ月分
　　  2.100 ヶ月分

職制上の段階、職務の級などによる加算措置　有

６月期
12月期
計

　1.225 ヶ月分
　1.275 ヶ月分
　2.500 ヶ月分

　 　1.025 ヶ月分
　 　1.075 ヶ月分
　 　2.100 ヶ月分

職制上の段階、職務の級などによる加算措置　有

（６年度支給割合） （６年度支給割合）
期末手当 期末手当勤勉手当 勤勉手当

四万十町職員の
給与の状況

令和７年度一般会計予算に計上した
四万十町職員などの給与の状況など
は、次のとおりです。

四万十町通信ー令和7年4月号四万十町通信ー令和7年4月号 1213
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平
成
26
年
４
月
の
就
任
以
降
、
こ
れ
ま
で
11

年
に
わ
た
り
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

令
和
７
年
度
が
３
期
目
の
最
終
年
度
と
な
り
ま

す
。
就
任
以
降
、「
こ
の
町
を
担
う
人
材
の
育
成
」

や
「
町
の
強
み
を
生
か
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
」

な
ど
、
公
約
に
掲
げ
た
事
項
を
中
心
に
据
え
、

全
力
で
町
政
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
令
和
７
年
度
は
、
３
期
目
集
大
成
の
年
と
位

置
付
け
て
お
り
、
こ
こ
に
今
ま
で
の
取
り
組
み

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
令
和
７
年
度
に
お
い

て
特
に
重
点
的
に
推
進
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
そ
の
所
信
の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　人
材
育
成
の
推
進

　
公
約
の
大
き
な
柱
で
あ
る
「
人
材
育
成
の
推

進
」
に
つ
い
て
は
、
前
期
に
引
き
続
き
「
人
材

育
成
推
進
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、「
未
来
塾
」、

「
四
万
十
塾
」
お
よ
び
「
産
業
振
興
塾
」
の
３
つ

の
柱
を
中
心
に
、
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
特
に
、
本
町
の
次
代
を
担
う
人

材
の
育
成
を
目
的
と
す
る
「
未
来
塾
」
で
は
、

町
内
高
校
の
魅
力
化
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た

め
、
町
営
塾
「
じ
ゆ
う
く
。」
へ
の
中
学
生
コ
ー

ス
の
設
置
や
、
地
元
高
校
へ
の
入
学
に
対
す
る

祝
金
制
度
の
創
設
な
ど
、
注
力
を
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
に
よ
っ
て
バ
ラ

韓
国
高
敞
郡
と
の

交
流
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
24
年
４
月
に
協
定
を
締
結
し
た
韓
国
高

敞
郡
と
の
友
好
交
流
事
業
に
つ
い
て
、
本
年
度

は
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
教
育
交
流
を
行
う

と
と
も
に
、
高
敞
郡
と
四
万
十
町
で
そ
れ
ぞ
れ

行
わ
れ
て
い
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
選
手
を
派
遣

し
合
う
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
教
育
交
流
に
つ
い
て
は
、
高
敞
郡
の
全
北

人
工
知
能
高
等
学
校
と
窪
川
高
校
の
生
徒
が
、

互
い
の
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
つ
つ
、
お

互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
養
う
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
、
令
和
６
年
中
に
は
、
計
３
回

の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
1
月
31
日
に
両
校
間
に
お
い

て
「
国
際
交
流
協
定
」
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
今
後
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
両
校

の
教
員
と
生
徒
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
通
じ
て
、

互
い
の
言
語
や
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

相
互
訪
問
を
含
め
た
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人

材
育
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
つ
い
て
は
、
３
月

23
日
に
開
催
さ
れ
る
「
第
17
回
四
万
十
川
桜
マ

ラ
ソ
ン
」
に
高
敞
郡
よ
り
15
名
が
来
町
し
、
全

員
が
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
大
会
に
参
加
す
る
予
定

で
す
。

　
昨
年
11
月
に
高
敞
郡
で
開
催
さ
れ
た
「
コ
イ

ン
ド
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
の
同
好
会
の
方
々
も

参
加
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
来
町
時
に
は
、

本
町
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
と
の
交
流

の
機
会
を
設
け
、
民
間
に
も
交
流
の
輪
を
広
げ

ツ
キ
は
あ
る
も
の
の
、
地
元
高
校
へ
の
入
学
者

数
も
一
定
改
善
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
四
万
十
塾
」
お
よ
び
「
産
業
振
興
塾
」

に
お
い
て
も
、
高
知
大
学
と
連
携
し
、
地
域
の

活
性
化
や
起
業
・
創
業
を
目
指
す
方
を
対
象
と

し
た
講
座
の
開
設
や
、
町
内
事
業
所
を
対
象
と

し
た
社
員
教
育
研
修
の
実
施
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

面
か
ら
人
材
の
育
成
を
支
援
し
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
若
手
起
業
者
も
現
れ
る
な
ど
、

効
果
が
出
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

移
住
定
住
の
推
進

　
移
住
・
定
住
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
本
町
の

最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
対
策
の
柱
と
し

ま
し
て
、
注
力
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の

甲
斐
も
あ
り
、
昨
年
度
の
移
住
実
績
は
1
3
6

組
・
1
8
8
名
と
、
高
知
市
に
次
い
で
２
番
目

に
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し

て
移
住
さ
れ
た
方
々
は
、
本
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
を
は
じ
め
、
多
く
の
分
野
に
お
い
て

活
躍
さ
れ
て
お
り
、
人
口
減
少
下
に
お
け
る
労

働
力
の
確
保
な
ど
、
幅
広
く
本
町
に
寄
与
い
た

だ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
宝
島
社
が
発
行
し
た
直
近
の
「
住
み

た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い
て
、

人
口
１
万
人
以
上
の
町
の
「
若
者
世
代
・
単
身

者
部
門
」
で
４
位
、「
総
合
部
門
」
で
２
位
を
獲

得
し
、
ま
た
昨
年
秋
に
は
株
式
会
社
ブ
ラ
ン
ド

総
合
研
究
所
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
「
地
域
ブ

ラ
ン
ド
調
査
2
0
2
4
」
の
市
区
町
村
魅
力
度

ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
当
町
は
全
国
56
位
、
四

国
内
で
は
１
位
の
評
価
を
受
け
て
お
り
、
こ
う

し
た
結
果
が
四
万
十
町
ブ
ラ
ン
ド
の
醸
成
、
ひ

い
て
は
移
住
の
促
進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

と
感
じ
て
い
ま
す
。

地
産
外
商
の
推
進

　
本
町
に
は
数
多
く
の
素
晴
ら
し
い
商
品
が
あ

る
も
の
の
、町
外
で
の
知
名
度
は
高
く
な
く
地
域

内
で
の
消
費
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
し
た
。そ
こ
で
、
商
品
の
付
加
価
値
を
向
上

さ
せ
、町
外
か
ら
お
金
を
稼
げ
る
事
業
者
の
育
成

な
ど
を
目
的
と
し
て
、平
成
30
年
度
よ
り
に
ぎ
わ

い
創
出
課
内
に
地
産
外
商
室
を
設
置
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。地
産
外
商
室
で
は
、
販
路
の
開
拓

や
拡
大
、
外
商
力
強
化
の
支
援
、
地
域
商
社
の
育

成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、３
期
目
に
あ
っ
て

は
首
都
圏
と
の
B
t
o
B
を
主
と
し
た
販
路
の

拡
大
や
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」か
ら「
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
」へ
の
転
換
に
向
け
た
商
談
会
・
展
示
会
で

の
販
路
拡
大
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
そ
の
結
果
、事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、令
和
４
年
度
に
は
10
社
か
ら
回
答
が
あ
り
約

１
億
４
，６
０
０
万
円
、令
和
５
年
度
に
は
14
社
か

ら
回
答
が
あ
り
約
１
億
4
，9
0
0
万
円
の
取
引

が
あ
っ
た
旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、独
自
で
の
販
売
や
新
商
品
の
開
発

に
意
欲
が
あ
る
事
業
者
も
増
加
し
て
お
り
、外
商

の
可
能
性
は
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

文
化
的
施
設
の
整
備

　
図
書
館
・
美
術
館
な
ど
の
複
合
施
設
で
あ
る
文

化
的
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
９
月

の
「
文
化
的
施
設
検
討
委
員
会
」
の
設
置
を
皮
切

り
に
、
６
年
余
り
の
歳
月
を
か
け
進
め
て
き
た
事

業
で
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
９
月
の
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
本
体
工
事
の
請
負
契
約
議
案
が

否
決
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
施
設
建
設
の
目
処
が

立
た
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
関

係
機
関
と
の
協
議
を
重
ね
る
な
ど
、
本
施
設
の
整

備
に
向
け
、
新
た
な
道
の
模
索
を
続
け
て
き
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
令
和
６
年
３
月
を
も
ち
ま
し

て
事
業
を
中
止
と
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
行
の
図
書
館
本
館
・
美
術

館
が
抱
え
る
課
題
は
残
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年
度
に
お
い
て
、
現
時
点

で
施
す
こ
と
が
で
き
る
必
要
最
低
限
の
改
修
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
令
和
７
年
度
の 

重
点
項
目

人
口
減
少
対
策
の
推
進

　
人
口
減
少
は
、
消
費
の
減
少
や
労
働
力
不
足

を
招
き
、
そ
れ
に
伴
い
社
会
経
済
は
低
迷
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
町
民
の
日
常
生
活
に

必
要
な
医
療
・
介
護
・
福
祉
・
交
通
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
は
も
と
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
や
地
域
文
化
の
衰
退
な
ど
、
幅
広
く
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
本
町
で
は
人
口
減
少

対
策
を
最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、
そ
の
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
令
和
７
年
度
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
の
取
り
組
み
に
加
え
、
昨
年
度
に
創
設
さ
れ

た
「
高
知
県
人
口
減
少
対
策
総
合
交
付
金
」
を

活
用
し
、
町
営
塾
「
じ
ゆ
う
く
。」
に
お
い
て

現
役
の
大
学
生
を
招
へ
い
す
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
ほ
か
、
移
住

体
験
ツ
ア
ー
の
実
施
や
空
き
家
の
家
財
道
具
の

処
分
に
要
す
る
費
用
へ
の
補
助
な
ど
、
新
た
な

移
住
者
な
ど
の
獲
得
に
向
け
、
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
国
に
お
い
て
は
、
本
年
の
夏
頃
に
地

方
創
生
に
関
す
る
新
た
な
基
本
構
想
を
策
定
予
定

で
あ
り
、
本
町
に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
伴
い
策
定

さ
れ
る
国
お
よ
び
県
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
勘
案
の
う
え
、
新
た
な
総
合

戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

観
光
交
流
拠
点
施
設
の
整
備

　
本
町
で
は
、
高
速
道
路
の
延
伸
に
伴
う
観
光

客
な
ど
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町

内
へ
の
観
光
客
な
ど
の
誘
導
拠
点
と
し
て
、
道

の
駅
「
あ
ぐ
り
窪
川
」
の
後
背
地
に
「
観
光
交

流
拠
点
施
設
」
を
整
備
し
ま
す
。
こ
の
施
設
の

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見
を
受
け
、
本
年
度
に
基
本
計
画
お
よ
び

設
計
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、意
見
公
募
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
な
ど
各
所
か
ら
の
意
見
を
反
映
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
施
設
が
一
つ
の
目
的
地
と
な
る

こ
と
で
、
窪
川
地
域
か
ら
大
正
・
十
和
地
域
へ

の
人
の
流
れ
、
あ
る
い
は
宇
和
島
市
・
松
野
町
・

鬼
北
町
な
ど
愛
媛
県
方
面
か
ら
の
人
の
流
れ
を

生
み
出
し
、地
域
経
済
の
活
性
化
の
一
翼
を
担
っ

て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
国
道

3
8
1
号
線
は
、
本
町
の
中
心
を
東
西
に
駆
け

抜
け
、
窪
川
・
大
正
・
十
和
の
３
つ
の
地
域
を

つ
な
い
で
く
れ
る
重
要
な
路
線
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
将
来
的
な
地
域

経
済
の
成
長
を
見
据
え
た
と
き
に
、
こ
の
路
線

の
活
性
化
は
肝
心
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。ま
た
、道
の
駅「
あ
ぐ
り
窪
川
」は
、

全
国
39
か
所
に
あ
る
「
防
災
道
の
駅
」
の
１
つ

と
し
て
国
土
交
通
省
の
指
定
も
受
け
て
お
り
、

災
害
時
の
帰
宅
困
難
者
の
一
時
的
な
受
け
入
れ

な
ど
に
も
活
用
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
整
備
に
あ
た
っ
て
は
国
土
交
通
省
中
村
河

川
国
道
事
務
所
の
協
力
も
得
て
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、
多
目
的
広
場
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
な
ど

の
機
能
を
付
加
し
、
町
内
外
の
人
々
が
利
用
可

能
な
都
市
公
園
を
目
指
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
な
お
、
財
源
と
し
て
は
、
新
た
に
創
設
さ
れ

た
「
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付

金
（
第
２
世
代
交
付
金
）」
を
活
用
す
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
起
業
人
を
活
用
し
た

D
X
の
推
進

　
近
年
、
国
や
地
方
が
抱
え
る
課
題
は
増
加
し

て
お
り
、
行
政
が
担
う
べ
き
業
務
は
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
今
後
の
人

口
減
少
や
2
0
4
0
年
問
題
を
見
据
え
た
と
き

に
、
行
政
組
織
の
縮
減
は
や
む
を
得
な
い
状
況

に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
将

来
に
わ
た
り
町
民
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
続
け
る
た
め
に
は
、
各
政
策
な
ど
に
お

け
る
事
務
事
業
の
評
価
・
検
証
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
A
I
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
大
規
模

W
e
b
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
技
術
の
活
用
に
よ

る
事
務
作
業
の
簡
素
化
な
ど
、
実
施
プ
ロ
セ
ス

の
見
直
し
が
重
要
と
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
７
年
度
は
総
務
省
の
地
域
活

性
化
起
業
人
制
度
を
活
用
し
、
民
間
企
業
か
ら

の
職
員
派
遣
を
受
け
、
D
X
推
進
体
制
の
再
構

築
や
事
業
の
効
率
化
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
活
用
に
よ
る
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
を

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

重
層
的
支
援
体
制
の
整
備

　
改
正
社
会
福
祉
法
で
は
、
近
年
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
伴
い
、
国
民
一
人
一
人
が
抱
え
る
課

題
も
複
合
化
・
複
雑
化
す
る
状
況
を
受
け
、
子

ど
も
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
生
活
困
窮
者
な
ど
、

ケ
ー
ス
ご
と
で
の
支
援
体
制
だ
け
で
は
対
応
が

困
難
と
な
っ
て
お
り
、
包
括
的
に
支
援
で
き
る

体
制
の
整
備
を
市
町
村
な
ど
に
求
め
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
令
和
４
年
10
月
に
は
高
知
県

知
事
、
県
内
市
町
村
の
首
長
お
よ
び
県
内
の
全

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
っ
て
、「
高
知
家
地
域
共

生
社
会
推
進
宣
言
」
が
出
さ
れ
、
ど
ん
な
困
り

ご
と
で
も
受
け
止
め
、
寄
り
添
う
仕
組
み
づ
く

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
本
町
で
は
「
四
万
十
町
第
３
期
地

域
福
祉
計
画
」
に
体
制
の
整
備
を
位
置
づ
け
、

令
和
８
年
度
か
ら
の
本
格
運
用
に
向
け
、
現
在

作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
４
月
１

日
よ
り
、
庁
内
に
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

推
進
本
部
を
設
置
し
、
関
係
各
課
で
情
報
の
共

有
を
は
か
り
、
包
括
的
な
取
り
組
み
を
一
層
推

進
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

四
万
十
町
議
会

定 
例 

会

四
万
十
町
議
会

定 
例 

会

四
万
十
町
議
会

定 
例 

会

令
和
７
年
　
３
月

町
長
行
政
報
告

町
長
行
政
報
告

町
長
行
政
報
告

施
政
方
針

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
月
前
半
の
寒
波
に
よ
る

被
害
状
況
　
　
　
　

　
２
月
４
日
か
ら
日
本
列
島
は
冬
型
の
気
圧
配

置
が
強
ま
り
上
空
に
今
シ
ー
ズ
ン
最
強
の
寒
波

が
流
れ
込
ん
だ
た
め
、
西
日
本
で
も
広
範
囲
に

お
い
て
例
年
に
な
い
積
雪
と
な
り
ま
し
た
。

　
四
万
十
町
で
は
４
日
の
明
け
方
か
ら
本
格
的

に
雪
が
降
り
始
め
、
一
般
車
両
の
通
行
や
公
共

交
通
へ
の
影
響
、
農
作
物
の
被
害
な
ど
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
特
に
十
和
地
域
と
大
正
地
域
で
の
積
雪

が
多
く
、
山
間
部
の
一
部
の
町
道
で
は
50
㎝
を
超

え
る
積
雪
で
車
両
の
通
行
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
積
雪
の
多
い
路
線
か
ら
順
に
除
雪
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
十
和
地
域
で
は
倒
木
に
よ

る
交
通
被
害
も
発
生
し
て
お
り
、
奥
大
道
地
区
で

は
倒
木
に
よ
っ
て
町
道
沿
い
の
電
柱
が
倒
れ
、
積

雪
の
影
響
で
復
旧
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
か
ら
一

部
世
帯
が
６
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
孤
立
す
る
事

態
も
発
生
し
ま
し
た
。

　
農
作
物
な
ど
に
つ
い
て
は
、
積
雪
に
よ
る
露
地

野
菜
へ
の
被
害
や
園
芸
用
ハ
ウ
ス
の
損
壊
な
ど
も

報
告
さ
れ
て
お
り
、
高
知
県
の
調
査
に
よ
る
と
四

万
十
町
の
農
作
物
な
ど
の
被
害
額
は
約
5
4
5
万

円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
建
設
業
者
へ
の
急
な
依
頼
や
地
域
の

方
々
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
町
道
の
除

雪
作
業
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
後
も
積
雪
に
限

ら
ず
町
道
の
維
持
管
理
に
ご
協
力
願
い
ま
す
と

と
も
に
、
町
と
し
ま
し
て
も
引
き
続
き
適
切
な

対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
チ
ャ
ン
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疲労  不安  それは４月病かも？

どうぞ、気軽にご相談ください。

月の無料健康相談日

日

4
13 （日）、 です。日27 （日）

［お問い合わせ先］
たきぐち薬局 くぼかわ店 
池田　豊
２9-0225☎

子育て通信

四万十町国保大正診療所　徳橋理紗・岩本啓寛・大川剛史

　今回も認知症になりやすい方に見られる生活習慣についてお話しいたします。
① 栄養バランスの良い食事がとれていない
② 身体を動かす頻度が少ない　　③ 睡眠時間を確保できていない
④ スマートフォンを手放せない　⑤ アルコールの摂取をやめられない
　筆者（大川）もドキッとしますが、このような生活を送っている方はできると
ころから見直していきましょうね。
　今回は⑤の「アルコールの摂取をやめられない」についてお話しします。

特徴⑤ アルコールの摂取をやめられない
　アルコールを過剰摂取し続けると、脳が萎縮し、認知機能を低下させる恐れが
あります。体内に入ったアルコールは、ブドウ糖をエネルギーに変える「ビタミ
ンB1」によって分解されます。このビタミンB1は、脳の中枢神経の機能を正常
に保つ働きもあるため、心身の健康を維持するうえで欠かせない栄養素です。
　しかし、大量のアルコールが体内に入ってくると、その処理に多くのビタミンB1が
消費されます。そうすると、脳内のビタミンB1も減少し、萎縮につながるようです。
　また、お酒を飲むときは、塩気のあるおつまみを食べながら楽しむこともあり
ますよね。アルコールの過剰摂取に加えて、塩分過多に陥った場合は、高血圧な
どを引き起こし、血管性認知症にかかるリスクを高めます。
　こんな話をしてしまうと、楽しいお酒が飲めなくなってしまいますよね。
　休肝日をつくって、たまには家族や大切な人とお酒を飲む日をつくっていただ
いてもいいと思います。お酒はたしなむ程度で、毎日過剰摂取しなければよいの
ではないでしょうか。

医

日　時内　容 場　所 お問い合わせ

4月16日(水)4か月児・7か月児健診 窪川地域子育て支援センター

4月23日(水)
対象者に個別通知

１歳6か月児健診 四万十町役場本庁東庁舎

健康福祉課
☎22-3115

健康福祉課
☎22-3115

十和町民生活課
☎28-51124月18日(金) 十和地域子育て支援センター  9：30～11：30

5月  7日(水) 窪川地域子育て支援センター10：00～12：00
赤ちゃん相談

認
知
症
に
な
り

　
　や
す
い
人
の
特
徴
4５／

　産後のお母さんが、医療機関や助産院の施設で、健康状態の確認や授乳のアドバイス、沐浴の
練習、育児相談などを受けることができます。産後ケアには、次の３つの支援があります。

① 助産施設などに宿泊し、１日を通してゆっくりと心身のケアを受けることができる『宿泊型』
② 助産施設などに宿泊はせず、日中の間を助産施設などで過ごす『通所型』
③ 助産師が自宅へ訪問することで、個人やご家庭に合わせたケアを受けることができる『訪問型』

『産後ケア』、使ってみませんか？

日　時内　容 場　所 お問い合わせ

4月26日(土)若者健診、特定健診、
後期高齢者健診、
結核・肺がん検診、胃がん検診、
大腸がん検診、前立腺がん検診

四万十町役場本庁東庁舎
1階多目的大ホール

  9：00～11：00
 13：00～15：00
  8：30～11：30
13：00～15：30

米奥小学校体育館

興津町民館

  8：00～10：00

  8：00～10：005月  9日(金)

4月21日(月)
4月22日(火)

4月21日(月)
4月22日(火)

健康福祉課
☎22-3115

子宮頸がん検診

乳がん検診

健康検査・がん検診

※肺がん検診（9：45まで）

産後ケアとは

産後ケア事業の利用回数や利用時間・利用料金・
利用可能な施設(※一部施設の利
用は産後４か月以内です)などの
詳細については、四万十町のホー
ムページからご確認ください。

　新生活が始まる4月は、生活リズムが変化してストレスや体調不
　 良を感じやすい時期です。季節の変わり目で日中の寒

暖差や気圧の変動に体が対応するため、自律神経の
エネルギー消費が増えます。そのため疲れやだるさ
を感じやすくなるのです。
　４月病を予防するには、バランスのよい食事、
適度な運動、充分な睡眠、入浴で体を温めること 
  などがお勧めです。
　疲労や不安を感じやすいこの季節、自律
神経を整え、ストレスのない快適な生活
を送りたいですね。

四万十町こども家庭センター「楓」

（健康福祉課内)　☎22-3115
大正町民生活課　☎27-0112
十和町民生活課　☎28-5112

【お問い合わせ先】　　

　四万十町に住民票のある産後1年未満のお母さんと
赤ちゃんで、産後ケアを必要とする方。

利用できる方

● 心身の不調がある　
● 育児不安があり、相談したいことがある
● ゆっくり休息したい

利用者
の例
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税務課　☎22-3116お問い合わせ先

企画課　☎22-3124お問い合わせ先

令和６年度  入札結果
（令和７年２月実施分）について

入札結果は、町ホームページにて確認することができます。
また、右の二次元コードから読み込むことも可能です。

高南農業改良普及所の庁舎移転について お知らせ

コミュニティバスの運賃について お知らせ

　新庁舎建て替えにともない、令和７年３月に高南農
業改良普及所の庁舎を、以下のとおり移転しましたの
でお知らせします。

　新住所
　　〒786‒0043高岡郡四万十町本堂595
　　（農業担い手育成センター別館）
　　※西部家畜保健衛生所と同じ建物
　新電話番号
　　24‒0350／24‒0351／24‒0352
　　※いずれかの番号におかけください。
　新ＦＡＸ番号
　　24‒0360

　令和７年６月から経路を変更する十和地域コミ
ュニティバス全線については、現在のコミュニティ
バスの料金設定と同様に1乗車100円（小学生以
下50円、ただし、同乗する大人ひとりにつき未就
学児ひとりが無料）での運行を検討しています。
　上記の運賃に関する意見などがありましたら、
右記の方法でご提出をお願いします。
　詳細はホームページをご覧ください。

お問い合わせ先

須崎農業振興センター
高南農業改良普及所　☎24‒0350

お問い合わせ先

町民課　　　　　☎22-3117
大正町民生活課　☎27-0112
十和町民生活課　☎28-5112

⑥2025.03.27　i

●固定資産税

●軽自動車税

発送日：５月１日（木）
納期限：５・７・９・11月の各月末です。
（月末が日曜日など休日にあたる場合はその翌日）※納め忘れのないよう計画的に納付をお願いします。

発送日：５月１日（木）
納期限：6月２日（月）

町税の納税通知書を発送します お知らせ

　令和７年度の「固定資産税」と「軽自動車税(種別割)」の納税通知書を発送します。
　内容をご確認いただき、納期限までの納付をお願いします。

※身体障がい者手帳など（身体障がい者手帳・戦傷
病者手帳・療育手帳・精神障がい者保健福祉手帳）
をお持ちの方で、一定の要件に該当する場合、納期
限までに申請することで、軽自動車税(種別割)の減
免を受けることができます。
この減免については普通車を含め１人１台に限り
ます。
詳しくは税務課までお問い合わせください。

児童手当支払通知書の廃止について お知らせ

１.定期支払通知書の廃止について
　令和６年10月１日の児童手当制度の改正に伴い、支給日前に送付していた「支払通知書」については、省資源
化・事務経費の削減のため、令和7年６月期分（４月分・５月分）から廃止します。ご理解とご協力のほど、よろしくお
願いします。
　今後の支給金額などの確認については、支払日（偶数月の10日※）以降に、通帳の記帳によりご確認ください。
※偶数月の10日が土日祝日となる場合は、前営業日が支払日となります。
２.定期支払通知書廃止以降の支払通知書の発行について
　やむを得ない事情で、支払通知書が必要となる受給者の方は、下記担当課の窓口にて発行手続きをお願いします。
　○発行に必要なもの
受給者の本人確認ができる証明資料（マイナンバーカード、運転免許証など）

　○注意事項
•原則、受給者本人からの依頼に対して随時発行します。申請から発行まで時間を要すため、来庁される前
に事前連絡をお願いします。
•お電話でのお問い合わせは、本人確認ができないためご対応できませんので、あらかじめご了承ください。

໐休日水道修理当番໐休日在宅当番医

13(日)
20(日)
27(日)
29(火)
3(土)
4(日)
5(月)
6(火)
11(日)

月　日 医院名 電話番号

４
月

５
月

☎22-1111くぼかわ病院

12(土)
13(日)
19(土)
20(日)
26(土)
27(日)
29(火)
3(土)
4(日)
5(月)
6(火)
10(土)
11(日)

月　日 業者名 電話番号

４
月

５
月

日化住宅機器
宮脇水道
高橋設備
桑原水道
横山水道設備
岩本商店
日化住宅機器
宮脇水道
高橋設備
桑原水道
横山水道設備
岩本商店
日化住宅機器

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

22-0407
22-1581
22-0662
22-1163
22-3608
22-2716
22-0407
22-1581
22-0662
22-1163
22-3608
22-2716
22-0407

大正・十和地域の方は各地域振興局にお問い合わせください。
大正 地域振興課　☎27-0111　
十和 地域振興課　☎28-5111

！ 休日水道修理当番は窪川地域のみです。

●提出先
●提出方法

●提出期限

企画課　地域振興係
郵送　 〒786-8501 四万十町琴平町16-17
ＦＡＸ　 22-3123
メール  103030@town.shimanto.lg.jp
４月２４日（木）17:00必着

納期限までの納付を
お願いします！

四万十町通信ー令和7年4月号四万十町通信ー令和7年4月号 1819
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申込・お問い合わせ先

環境水道課　　　☎22-3119
大正町民生活課　☎27-0112
十和町民生活課　☎28-5112

金物類のリサイクルにご協力ください お知らせ

■金物類はリサイクル可能な資源ごみです。
　町指定の資源ごみ袋に入れて、重さ10kg以下で出してください。
　・缶類、鍋、やかんなど金属製のもの。
　・一部でも金物が入っていれば金物類です。
　・電池や電気で動く家電製品（ドライヤー、扇風機、トースター、おもちゃなど）。
　　※電池が入っている場合は必ず取り外してください。電池はビン類の収集日に出してください。
・アルミ箔を加工して作られた食器（鍋焼きうどんの皿など）、ラップやアルミホイルの切る部分の金物、台所用
アルミガード（油はね防止）なども金物類として回収しています。

※飲食用で使用されたもので、汚れのひどいものはリサイクルできません。できるだけきれいに洗ってください。

令和7年度合併処理浄化槽設置整備補助金について お知らせ

申込・お問い合わせ先

環境水道課　　　☎22‒3119　
大正町民生活課　☎27-0112
十和町民生活課　☎28-5112

お問い合わせ先

環境水道課　　　 ☎22‒3119　
大正町民生活課　 ☎27-0112
十和町民生活課　 ☎28-5112

「合併処理浄化槽設置整備補助金」の交付についてお知らせします。

☆合併処理浄化槽の放流水の放流先については、法的
には同意書の添付は必要ありませんが、トラブルの原
因とならないよう設置者において水路の管理者などに
ご確認をお願いします。

●補助対象

●補助限度額

●人槽の目安(基本的に建物の延床面積で計算)

●追加補助

●申込方法

●注意点

①令和８年３月１０日までに確実に完成できる方
②店舗などの併用住宅の場合は、居住部分の延床面積が全体の２分の１以上であること

５人槽…332，000円　　７人槽…414，000円　　10人槽…５４８，０００円

130㎡未満…５人槽　　130㎡以上…７人槽　　二世帯住宅…10人槽
以下の方は、追加補助がある場合があります。
•くみ取り便槽から合併処理浄化槽へ切り替える方
•単独浄化槽から合併処理浄化槽へ切り替える方
•放流先の配管が10ｍ以上の長さを要する方
※追加補助の詳しい内容は下記までお問い合わせください。
環境水道課・各地域振興局町民生活課および出張所にて補助金申込書を提出してください。
※申し込みの際は建物の延床面積が必要です。
補助金の対象となる事業は、補助金交付決定後に着工する事業のみとなりますので、ご留意ください。

●補助対象

●補助限度額

●注意点

①居住している町内の住宅（店舗、事務所など併用住宅を含む）または居住を予定している新築もしく
は改築する住宅（同一敷地内の倉庫、カーポートも含む）に太陽光発電設備と蓄電池設備（移動式蓄
電池を除く）を設置、またはV2H充放電設備を導入する個人。すでに太陽光発電設備を導入している
場合は、蓄電池設備もしくはV2H充放電設備のみの導入についても補助の対象。
②実績報告書を提出する日において、四万十町の住民基本台帳に記載がある方
③県税および町税を滞納していない方。

●太陽光発電設備：太陽電池パネル容量またはパワーコンディショナー容量の小さい方×4万円/kwの
額以内（限度額20万円）
●蓄電池設備：蓄電容量×4万円/kwの額以内（限度額40万円）
●V2H充放電設備：銘柄ごとの国補助金の上限額×0.4か購入費×0.2のいずれか少ない金額（限度
額30万円）
　※太陽光発電設備のみ設置の場合は、補助の対象外となります。
補助金の対象となる事業は、補助金交付決定後に契約し実施される事業のみとなりますので、ご留意く
ださい。

令和7年度太陽光発電設備等設置費補助金について お知らせ

「太陽光発電設備等設置費補助金」の交付についてお知らせします。　　　　

申込・お問い合わせ先

環境水道課　　　☎22-3119
大正町民生活課　☎27-0112
十和町民生活課　☎28-5112

●補助対象

●補助限度額

●申請方法

①四万十町内に生息する飼い主のいない猫（所有者がいないことが明らかであるもの）が対象。
②申請者は飼い主のいない猫を管理している四万十町内を所在地とする団体に限る。
③手術後に不妊・去勢手術済みであることが分かる耳カット処置（領収書に耳カット処置ありの記載）が
必要。
※飼い猫・営利目的に飼養管理している猫は対象外となります。

・メス猫：1匹につき限度額15,000円（実費費用金額）
・オス猫：1匹につき限度額10,000円（実費費用金額）
申請者は、手術を実施した日の属する年度
の末日（令和8年3月31日）までに、申請書
兼請求書と手術にかかった領収書および関
係書類を添えて担当課に提出してください。
※予算が無くなり次第終了となりますので、
申請予定の方は手術前に補助金がある
かどうかの確認をお願いします。

令和7年度飼い主のいない猫への不妊・去勢手術費補助金について お知らせ

「飼い主のいない猫への不妊・去勢手術費補助金」の交付についてお知らせします。 

⑤2025.03.27-2　i
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国民年金からのお知らせ

【退職した時は国民年金への加入手続きを！】
　会社を退職した時は、厚生年金から国民年金への切替え手続きが必要です。
　手続きができていない場合、その期間が未納となり、もしもの時に障害年金や遺族年金が受け取れないなどの
不利益が生じる場合があります。
　必要書類 … 退職した日が分かる書類、本人確認書類

【退職（失業）による特例免除制度をご利用ください！】
　収入の減少や失業などにより、国民年金保険料を納めることが経済的に困難な方は、申請によって保険料の納
付が免除される制度があります。
　通常、保険料が免除されるためには、申請者本人・配偶者・世帯主の所得が所得基準の範囲内である必要があ
りますが、特例免除制度では、審査の対象となる申請者本人の所得を除外して審査を行います。
　必要書類 … 雇用保険受給資格者証、雇用保険受給資格通知または雇用保険被保険者離職票の写し　
　申請先 … 役場国民年金担当窓口・お近くの年金事務所

【今年度の出張年金相談所開設について】
●日　程　6月4日（水）・12月3日（水）
●場　所　四万十町役場本庁

※相談を希望される方は、事前に高知西年金
事務所へ予約をお願いします。

お問い合わせ先
高知西年金事務所　☎088-875-1717
※お問い合わせの際は、お手元に基礎年金番号の分
かる年金手帳や年金証書をご用意ください。
町民課　　　　　　☎22-3117
大正町民生活課　　☎27-0112
十和町民生活課　　☎28-5112

松葉川地域「農業支援住宅」に
住んでみませんか

1.「農業支援住宅」とは
　人口減少や高齢化が急速に進展する農山漁村におい
ては、移住定住対策や農業後継者を含めた地域活性化
を担う人材の確保が重要となっています。そんな中、平成
28年度に農林水産省が掲げたのが「住むこと」への支援
を重視した「農家住宅」構想です。平成29年3月に四万十
町を含めた全国６地区が、この構想の下に農家住宅モデ
ル地区に選定されました。

2.「農業支援住宅」の
　基本構想づくり
　選定を受け四万十町では、平成29年度に四万十町就
農・定住促進協議会を設立し、農業者組織などを中心に
地域の現状・問題・課題・原因など各地域で協議を重ねて
きました。
　松葉川地域（米奥）では、平成30年度からほ場整備を
進め、併せて集落営農法人の設立など、農業を基盤とし
た地域営農の継続を目指す構想が立てられました。
　農業の担い手不足を解消し、地域農業の振興および
地域の活性化を図るため、自営就農者などに対する住
居確保を目的として、令和6年度に３棟の農業支援住宅
を整備しました。

3.「農業支援住宅」の特徴
　1.住宅性能評価基準を設け、安全性と快適さを追求！
　2. 農作業の利便性を考慮した設計！
　3. 広い敷地で複数の駐車も可能！

入居者募集
名　称

米奥団地１号
米奥団地２号
米奥団地３号

床面積
62.09㎡
93.13㎡
93.13㎡

構　造
木造平屋建
木造平屋建
木造平屋建

間取り
２ＬＤＫ
３ＬＤＫ
３ＬＤＫ

家賃/月
28,000円
36,000円
36,000円

次に揚げる条件をすべて満たす方
(１)　本町で自営就農する方（兼業農家を含み、耕作
面積が30a以上または農産物の年間販売金額
が50万円以上を目標とする方）または本町に所
在する農業法人などで雇用就農する方

(２)　自治会活動、その他の地域活動に積極的に参
加する意思がある方

(３)　現に住宅に困窮していることが明らかな方
(４)　本町に納付すべき公租公課を完納している方
(５)　入居しようとする世帯員が暴力団員でない
こと

入居から３年間

４月１０日（木）～４月３０日（水）
申込書・納付状況調査同意書・住民票・課税証明書

建設課、大正・十和両地域振興局、興津出張所
※四万十町ホームページからダウンロードでき
ます。

●入居条件

●入居期間
●募集・受付期間

●必要書類
●申込書配布場所
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お知らせ

建設課　☎22-3120お問い合わせ先

建設場所
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「アンデパンダン展」作品募集

　四万十町立美術館で開催される、アンデパンダン展（絵画の部・工芸の部）に出品する作品を募集します。アンデ
パンダン展とは、「誰でも自由に出品できる無審査かつ無償の展覧会」です。たくさんの作品をお待ちしています！

お問い合わせ先

古民家カフェ半平　☎22-2101
●出品申込期間

●搬入日
●開催期間
●出品資格

●応募作品

●申込方法

6月1日(日)～6月15日（日）
6月27日(金)・28日(土)
7月5日(土)～8月22日（金）
四万十町在住者、四万十町出身者、現在四万十町内に通勤または通学している中学生以上の方。また
四万十町に縁のある方。
絵画の部（油彩画、日本画、水彩画、パステル画、版画など）
・作品規格：３０号まで　・出品数：３点まで
工芸の部（陶芸、彫刻、切り絵、染物、鍛金、木（竹）工、押し花、パッチワーク、その他の工芸）
※1ｍ以上のもの、重量のあるものはご相談ください。
※高南台地総合美術展および町内の展覧会に出品したものは出品できません。
来館または電話でお申し込みください。 申込・お問い合わせ先

四万十町立美術館　☎22-5000

（英之・沙也香より）

大正

田村 心奏さん
令和6年4月20日生まれ

たむら ここな

すくすく大きくなってね♡

［お問い合わせ先］
企画課　☎22-3124

イベント半平　春の小盆栽展

　四万十町出身（高知市在住）の笹岡良吉さんの小
盆栽展を開催。手のひらに載るほどの小さな小さな
盆栽もあり、どの盆栽も笹岡さんの愛情いっぱいで
す。笹岡さんの手で、丁寧に育てられた小さな和の世
界をお楽しみください。

●日　時
●場　所
●参加費

4月19日(土)・20日(日)9:00～16:00
古民家カフェ半平
無料

お問い合わせ先

こいのぼり交流の集い実行委員会
事務局（十和地域振興局内）　☎28-5111

イベント第22回よってこい四万十

　今年も5月3日、十川のこいのぼり公園で「第22回
よってこい四万十」を開催！
　上空にこいのぼりが舞う中、お子さまが楽しめるさ
まざまな催しのほか、地場産品やキッチンカーによる
飲食物の販売も。皆さま、ぜひお越しください！

●日　時

●場　所

よってこい四万十
　5月3日（土）10：00～15：00
こいのぼりの川渡し
　4月13日（日）～5月10日（土）
こいのぼり公園（四万十町十川）

放し飼いや野良猫に無責任に餌を与える行為が、苦
情や不幸な猫を増やすことになります。地域の生活環
境を良好に保つためにも、糞尿の処理、不妊・去勢手術
を含めてお世話しましょう。

猫の
飼い方に
ついて

お問い合わせ先　環境水道課　☎22-3119

募 集

「四万十町通信」の広報委員募集

　毎月10日に発行している四万十町の広報紙「四万十町通信」。町の情報や楽しい話題などを、より分かりやすく
お伝えするために、広報委員を募集します。毎月１回の広報委員会に参加して、広報紙への自由な意見、提案をして
みませんか。

※面談（5月中旬予定）のうえ決定します。

●内　容

●応募資格

●募集人員
●任　期
●報　酬
●募集期限

広報委員会への出席（月1回）
広報の充実に関わる提案　など
※原稿の作成や取材業務などはありません。
四万十町在住の方で、
広報に興味のある20歳以上の方
若干名
１年（６月～翌年５月末日）
5,000円／回
5月8日（木）

募 集

企画課　☎22-3124申込・お問い合わせ先

⑤2025.03.26　i

3歳頃までのお子さまを募集しています！応募はこちらから →

町の課題について、
積極的に考えるよう

になった。

紙面づくりを通して、
自分自身の成長につ

ながった。

四万十町通信ー令和7年4月号四万十町通信ー令和7年4月号 2425
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⑤2025.03.27　i

2025年度の「じゆうく。」
いつも「じゆうく。」を応援いただきありがとうございます！

いよいよ新年度がスタート。「じゆうく。」では、生徒さんのさまざまな「やってみたい」を
応援するサービスを展開しています。2025年度も、生徒の皆さんが

たくさん挑戦できるようなサポートをしていきます！

昨年度は、生徒のさまざまな「やりたい」を形にしてき
ました。写真は「花でまちを元気にしたい！」とプロジェ
クトを始めた生徒の例です。

相談ができる部屋や、集中できる
個別ブースなど、さまざまなニーズ
に合った環境を用意しています。

興味関心を一緒に探るところから、就職試験や大学・
専門学校の受験サポートをしています。

ゲームをしてもよし、スタッフとお
話ししてもよし！授業前後も教室
はにぎわっています。

マルシェに出店したり、観光を盛り
上げたり。地域でもさまざまな活
動ができます。

科目授業を実施していますが、宿題やテストなどはあり
ません。学ぶことを「楽しい」と思える授業づくりをして
います！

塾に関する情報
開室日時　平日16：30～20：30

テスト期間やプロジェクトによる例外もあります。

新年度入塾説明会
4月上旬予定です。
詳しくは合格者登校日にお知らせします。

中学部の開始時期について
詳細が決まりましたら、学校を通じてお知らせ
します。

町営塾「じゆうく。」　　　　　　　　　☎050-5482-333
四万十町役場人材育成推進センター　☎0880-22-3163

・高知県立大学
・高知工科大学
・岡山大学
・同志社大学

・桜美林大学
・共立女子大学
・阪南大学
・大阪経済大学

・幡多看護専門学校
・大阪テクノロジー＆
　デザイン専門学校　
　　　　　　　　など

・県内公務員
・県外公務員
　　　　　など

進学実績 就職実績

やりたいことを
形にしたい！ 高校の勉強は

難しくて大変...

定期テスト
頑張るぞ！

将来のことを
考えたい！

居場所が
欲しい！

地域に出て
活動してみたい！

こだわりの「技」できらりと光る四万十町の人々を紹介します。
ちょいwaza!!は随時募集中! ▼

体育の授業をきっかけに小学5年生からバスケを始め、窪川ミニバスケット
ボールクラブでキャプテンを務めた。中学校でもバスケを続け「シュート率を
上げて、うまくなって試合にたくさん出たい」。河村勇輝選手が憧れ。

ミニバスのキャプテンで活躍！
町にはこんなwazaも

走ることでつながれる
早朝の三島キャンプ場に、四万十町内外から約100人の

ランナーが集まった。未舗装の山道を走る「十和トレイルラ
ンニング」。序盤の集団から抜け出した川口由芽子さんが、
両手を挙げてフィニッシュラインを駆け抜けた。
「めっちゃしんどいー」と言いつつ満面の笑み。女子
ショートの部で5連覇を果たした。レースを終えた他のラン
ナーが次々に「おめでとう！」「ユメちゃん、さすが」と声をか
ける。「走ることで知り合った人ばっかり。いろんな年代の
方とこうやってワイワイできるのは本当に醍醐味ですね」と
笑う。
道なき道を行くトレイルランから、100キロを走破するウ

ルトラマラソンまで。高知県内の大会で入賞する実力の川
口さん。ストイックなアスリート、のイメージとは遠いニコニ
コ顔で、周りを明るくするようなランナーだ。
ランニングを始めたのは2017年。当時、父親が「四万十
川桜マラソン」の実行委員長を務めていて、関係者の打ち
上げで「次は走ってや」と誘われた。バレーボールの経験し

かなかったが、「ダイエットのために」と走り始めた。
育児と仕事の合間を縫って週に2回、2キロずつからス

タートし、少しずつ距離を伸ばした。「5キロ走れるように
なったのがうれしくて。子どもたちが寝てる朝5時くらいか
ら、もうどんどん走る距離が伸びて」。走ると気分が晴れた
し、知らなかった風景にも出合えた。そのうち、町内のラン
ナー仲間と一緒に走る機会も増えた。
初のフルマラソンは2018年の桜マラソン。経験者にアド

バイスをもらいながら走り、4時間以内で完走する「サブ4」
を達成した。「ゴールした後の『やったー！』っていう達成
感。これは走った人にしか分からないですね。あとはおいし
いご飯とビールを楽しみに走るっていう」。
今年の桜マラソンにも出場し、女子6位に入った。「走る

こと一つですごく人とつながれるので、やっていて良かった
なって思います」。小さい頃、よく大会に連れてきていた2人
の子どもは今、どちらも陸上部で汗を流している。

川
口 

由
芽
子
さ
ん

　
　
　

  

（
市
民
ラ
ン
ナ
ー
）

ゆ     

め      

こ

ちょい

林 新大さん 窪川中学校1年
に  だいに  だい

このコーナーでは、県立窪川高校、県立四万十高校、町営塾「じゆうく。」での生徒たちの活動を月替わりで紹介します。
四万十町通信ー令和7年4月号 26



江戸期の地検帳によると井﨑村は「小野内井﨑村」とあり、

小野村を構成する一村であった。ところが同じ地検帳に、四万

十川の対岸（西側）にある広瀬村は、井﨑村の東側に位置する

大井川村を構成する一村と記されているようだ。それだと井﨑

村を跨いだ形になる。この謎を解く鍵になるかもしれないことを

聞いた。

大井川の最南部に八木という地区がある。ここから四万十

川にかかる広井大橋付近に向かって流れる井﨑川に沿って井

﨑谷集落が展開されている。実はこの井﨑谷、元は大井川の

一部だったらしく、井﨑地区となったのは戦後になってからだと

いう。地区の翁は言う。「大井川だった昔の名残だろうか、井﨑

地区となってからも井﨑谷の人が谷を下って来る時は、井﨑へ

行くと言っていた」と。井﨑谷が一本の線となり、大井川と広瀬

を繋げていたということなのだろうか。

さて、この井﨑川が四万十川に合流する辺りには小学校が

あった。明治8年、十川小学校の前身である大野小学校の分

校として開校し、その後十川第三小学校として独立。昭和32

年には井﨑小学校と改称。さらにその２年後広瀬に移転し広

井小学校となった。（次回に続く）

2025.4月号
（毎月10日発行）

●発行／四万十町企画課　　●印刷／弘文印刷
〒786-8501　高知県高岡郡四万十町琴平町16-17  Vol.229 （0880）22-3124

（0880）22-3123FAX本文など内容の一部に見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを採用しています。

四万十町通信

①
い　　  さき

井﨑地区は、対岸にある半島型の広瀬地区をぐるっと包ん

だような位置にある。湾曲する四万十川の内側が広瀬で、外

側が井﨑。つまり円の外周になる井﨑は距離も長い。また奥行

きもあり広大で、北は小野と、東は大井川と、南は旧中村、西は

西土佐と隣接している。地区は保喜、中組、実弘、井﨑谷、相

後、柳瀬の六つの組に分かれている。地区全体の産土神は八

坂神社だが、合祀されて

いる河内神社も同格と

されている。また、保喜、

井﨑谷、相後、柳瀬にも

それぞれに神社があり、

各々大切に祀られてい

る。

前号では「広瀬遺跡で大量に出土した石錘から、その時代

にはすでに網を使って魚を獲っていたと考えられている」と書い

た。さてこの網について。当時の網の原料としてアオイ科の繊

維植物「イチビ」が使われていたとされ、この「イチビ」のことを方

言で「イサキ」と言ったらしい。これが地名の由来ではないかと

いう説が「ふるさとの地名（十和村教育委員会・昭和５７年刊

行）」に記されている。イチビは古代に中国から伝来し、繊維植

物として利用されていたことは広く知られているが、縄文期に、

これほどの山奥にまでその技術が伝わっていたことに驚く。

対
岸
を
包
む
よ
う
に
湾
曲
す
る

　
　川
の
外
周
と
背
後
の
深
い
山
々

R439
R381

土佐
大正

至高知市

至 黒潮町

十川

R56

窪川

窪川地域 10,613人　　大正地域 2,039人　　十和地域 2,219人

（2月28日）
男
女
計

世帯数

人　口
7,166
7,705

14,871
7,924

前月比
-25
-19
-44
-6

男
女
計

出生
1
2
3

死亡
19
16
35

転入
8
9

17

転出
15
14
29

（2月中の届出）

地名は古代の漁網の原料名から？

地検帳の謎河岸が長く、奥行きもあり広大

町内
ぶら～り

散策

四万十町

町のうごき

同格で祀られている八坂神社と河内神社

せきすい


	四万十町通信4月号　01-28　全頁
	四万十町通信4月号[16-17]見開き
	四万十町通信2025年４月号ぶら～りテキスト化PDFX4-2



